
　　令和７年３月１５日（土）

　　１０：００～１２：００（受付は９：３０から）

　　深浦町役場 1階「町民文化ホール」
　　（深浦字苗代沢８４－２）

　　●イントロダクション　朗読～小説「塩の道」から～

　　●文学講演会　　「 深浦町と私 」
　　　 講　師　：　朝比奈　秋　氏　（小説家・医師）

　※　講演会終了後、サイン会実施予定（当日書籍を購入された方対象）

※　参加希望の方は、下記申込・問合せ先または右のQRから専用
 　　フォームにアクセスしてお申し込みください（参加無料）。

※　申込期限：令和７年３月３日（月）

　■主催　　深浦町教育委員会

　■後援　　深浦町、深浦町文化協会、深浦町老人クラブ連合会、

　　　　　　深浦町連合婦人会、深浦町校長会、深浦町連合ＰＴＡ、深浦町スポーツ協会

　◆申込・問合わせ先　深浦町教育委員会　社会教育係　ＴＥＬ74-4419　ＦＡＸ74-3050

「サンショウウオの四十九日」
（提供：新潮社）

「私の盲端」（同時収録「塩の道」）
（提供：朝日新聞出版）

「植物少女」
（提供：朝日新聞出版）

【朝比奈秋（あさひな・あき）さんプロフィール】
1981年京都府生まれ。
大阪市での勤務医時代に、深浦町国民健康保険関診療所（当時）
に1か月間派遣され、へき地医療に携わった経験を持つ。
医師として勤務しながら小説を執筆し、2021年、「塩の道」で
第7回林芙美子文学賞を受賞しデビュー。2023年、「植物少女」
で第36回三島由紀夫賞を受賞。同年、「あなたの燃える左手で」
で第51回泉鏡花文学賞と第45回野間文芸新人賞を受賞。2024年、
「サンショウウオの四十九日」で第171回芥川龍之介賞を受賞。
他の作品に「私の盲端」「受け手のいない祈り」など。

朝比奈秋さん（提供・新潮社）

関診療所時代の経験を

もとに書かれた小説
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